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【論文の内容の要約】 
タバコシバンムシは，食品加工工場において最も重要な害虫の一つである．本種の発生
モニタリングとして，フェロモントラップが利用されているが，フェロモントラップは雄
個体しか捕獲できないため，防除には適していないという問題点がある．本種は光源に良
く誘引されるため，本種の防除として，フェロモントラップよりもライトトラップが効果
的である．粘着式ライトトラップは，食品工場で発生する貯蔵食品害虫の防除とモニタリ
ングのための重要なツールである．一般的にライトトラップは，フェロモントラップなど
よりも大型で，高価であるため，広い製造エリアに一台設置されることが一般的であるが，
タバコシバンムシは工場内の様々な場所を発生源にすることに加え，工場内には障害物が
多いため，製造現場内に大型のライトトラップを 1 台設置するよりも小型のものを複数設
置した方が，低コストで捕獲効率やモニタリング精度の向上が期待できる．近年開発され
た有機発光ダイオードを用いた照明（有機 EL）は，捕虫用蛍光灯と比較して，長寿命でか
つ面光源であるため，ライトトラップとして用いることができれば，ライトトラップの省
スペース化を期待できると同時に，今までにない新たなライトトラップとして，本種の防
除とモニタリングにより効果的な捕獲ツールとしての導入が期待できる．そこで本研究で
は，食品害虫の捕獲効率の向上とモニタリング精度の向上を図る目的として，最初に小型
のブラックライトトラップ（8W）の設置台数や設置場所を変えて，大型のブラックライト
トラップ（50W）との捕獲効率を比較した．次に有機 EL における本種の誘引性を調査し，
これを用いたライトトラップの捕獲効率を検討した．最後に実際の食品工場において，有
機 ELを用いたライトトラップの実用性をフェロモントラップと比較して検討した． 
複数の小型ライトトラップによる捕獲効果を単体の大型ライトトラップと比較した結果, 
複数のライトトラップを設置した 2 つの区の捕獲数は，単体のライトトラップを設置した
他の 4 つの区と比較して，有意に高かった．これは障害物として衝立を設置した場合も同
様の結果であった. また衝立によってライトトラップの光が遮られている単体で設置した
小型と大型のライトトラップにおける捕獲数が，衝立が存在しない場合に比べて有意に低
下した．障害物による光の遮断は，トラップの捕獲効率を低下させることが分かった．し
かし，小型トラップを複数台配置した場合には，衝立の影響で減少したトラップの捕獲数
を補うように他のトラップの捕獲数が上昇し，総捕獲数は衝立の有無の影響を受けなかっ
た． 
有機 ELにおけるタバコシバンムシの誘引性について，青色，白色，緑色，橙色または赤
色の有機 EL1台（処理区）および消灯した有機 EL1台（対照区）を設置した小型暗室で調
査した．その結果，雌雄のタバコシバンムシとも青色有機 ELに誘引された．タバコシバン
ムシを最も良く誘引した青色有機 EL を光源としたライトトラップを 1 台または 4 台設置
し，さらに障害物を設置した場合についても捕獲数を調査した．その結果，有機 ELライト
トラップを 4台設置した場合の捕獲数は, 1台設置した場合と比べて約 2.6倍も多く捕獲さ
れ，2区間には有意差があった．これは障害物を設置した場合も同様の傾向であった．また
衝立によって有機 EL ライトトラップの光が遮られているトラップの設置場所における捕
獲数が，衝立が存在しない場合に比べて有意に低下した．障害物による光の遮断は，トラ
ップの捕獲数に負の影響を与えるものと考えられた．さらに有機 ELライトトラップを複数
台配置すれば，総捕獲数は衝立の有無の影響を受けないことも分かった． 
実際の食品工場において，有機 ELライトトラップの捕獲効率をフェロモントラップと比
較し，その実用性について有機 EL ライトトラップを 1 台または 2 台設置したサイロ室
（140m2）で検討した．その結果，有機 EL ライトトラップは,フェロモントラップとほぼ
同等の誘引性を有していた．さらに有機 ELライトトラップは，これらのトラップを単体で
設置した場合よりも捕獲数が約 2 倍多くなった．フェロモントラップ 1 個と有機 EL ライ
トトラップ 3台を同時に設置した練り室（312m2）での試験の結果，有機 ELライトトラッ
プ 3台では単体のフェロモントラップの約 1.7倍も多く捕獲できることが分かった．また両
トラップはともに，設置場所によって捕獲数が異なった．実際の食品工場では，発生場所
の分布とその発生個体数の違いだけでなく，障害物など様々な影響を受けやすいことも分
かった． 
以上のように，本研究によって，青色有機 ELにおけるタバコシバンムシの高い誘引性が
認められた．また青色有機 ELを用いたライトトラップは，従来の小型ライトトラップと比
較して本種を効果的に捕獲できるだけでなく，複数設置することで大型ライトトラップや
フェロモントラップを単体で設置した場合より，本種を多く捕獲できることも分かった．
したがって，複数台をバランスよく設置した青色有機 ELトラップは，タバコシバンムシの
捕獲効率の向上およびモニタリング精度の向上に有効であることを明らかにした． 
 
